
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 宮原 小学校 ）     学校番号 ０５３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 宮原小の１５２年の伝統を受け継ぎ、信頼を土台に子ども一人ひとりが輝ける学び舎        

          

重 点 目 標 

１ 「主体性」「学びの達成」「読解力」「言語活動の充実」をキーワードにした確かな学力の定着 
２ 健康・体力向上と安全な学校づくり 
３ コミュニティ・スクールを核とした学校と保護者、地域との強い絆で結ばれた学校づくり 
４ 教育に携わるプロとしての自覚をもち新たな教育課題に敢然と立ち向かう教職員集団の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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<現状> 

○全国学力・学習状況調査では、国語科、算数科

ともに全国平均をやや上回る結果となってい

る。 

○市学習状況調査では、国語科・算数科ともに市

の平均とほぼ同じ結果となっている。 

○昨年度課題の一つに挙げた国語科の「書くこ

と」の結果が向上してきている。 

<課題> 

○全国学力・学習状況調査や市学習状況調査の結

果分析から「基礎学力の定着・向上」が課題で

ある。 

○「情報の扱い方に関する事項」での平均正答率

が、他の項目に比べ低い傾向がある。 

○市学習状況調査の結果からは、「読むこと」に

課題が見られた。 

・テキストを正

しく理解し自

分の考えを相

手に伝えるこ

とができる児

童の育成 

①児童が自身の状況を振り返り、言葉で

表現できる振り返りの場面を授業や

学校生活の様々な場面に位置付け

る。 

②授業においてＩＣＴを効果的に活用

し、児童一人ひとりが自分の考えを

表現するとともに、他者の表現にも

多く触れることができる場面を設定

する。 

①児童が自己の学習を振り返り、自らの

学習状況を把握し、目標を立て、達成

に向けて主体的に学びを進めることが

できたか。 

②学校課題研修において、ＩＣＴ活用の

効果を検証し、授業にフィードバック

できたか。 

①児童の学習の振り返りについて重要性を教

員間で共有し、日頃の学習活動で当たり前

にできるよう指導を行ってきている。 

②各学年での教材研究や公開授業、学校全体

の研究授業等を通して、ＩＣＴの活用方法

や効果が共有され、それぞれの学級の授業

実践につなげることができた。 

Ｂ 

①児童の「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を一体的に充実させ「主

体的な学び」につながる授業改善に

ついて研修を進めていく。 

②さらに効果的なＩＣＴの活用につい

て、教職員間での情報交換と実践の

共有を進めるとともに、より有効な

校内組織の在り方を検討していく。 

 

・子供たちの課題を把握しその  

克服に向けた取り組みを行っ

ていることがよい。 

・読解力の向上には語彙力を伸

ばすことも大切。国語のみな

らず全てに直結することなの

で、今後も読解力向上に努め

ていってほしい。 

・ICTの活用が伸びていってい

ることはよいが、問題点など

を洗い出し、より効果的な使

い方について更に考え実践し

ていってほしい。 

・国語科を中心

とした「読解

力」向上を目

指した授業改

善 

 

①全国及び市の学力学習状況調査の最新

の結果を分析し、指導方法の改善に向

けた研修を行う。 

②国語科を中心に「読解力」の向上を目

指した校内研修を実施し、全教員が研

究授業又は公開授業を実施し、授業改

善を行う。 

①学校課題研修会等において、全国及び

市学力学習状況調査国語科の「読むこ

と」の結果を分析し、指導方法の改善

につなげることができたか。 

②国語科の読解力向上に関する研究授

業、一人 1 回以上の校内公開授業を実

施し、授業改善につなげることができ

たか。 

①全国学力学習状況調査の結果について全教

職員で分析を行い、本校児童の課題を把握

して具体的な改善策の検討を行った。 

②児童の読解力の向上を目指し、学校全体の

課題として指導法の工夫改善に全教職員で

取り組んできた。指導方法や教材分析の方

法などを共有することができ、日々の授業

の改善に生かされている。 

Ａ 

①②これまでの研究の成果と課題を整

理し、今後も継続的に児童の力を伸

ばすよう取り組んでいくとともに、

これからの児童を主語とした授業の

在り方について研究を進めていく。 
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<現状> 

○怪我マップの作成と分析を通して、怪我多発箇

所の改善と、教職員の怪我防止指導を行ってい

るが、令和５年度の怪我による保健室来室は延

べ 1,357人であった。 

○建物の老朽化による、危険箇所や整備が必要な

箇所があるが、日々の点検や月毎の安全点検の

結果から早期の修理対応し、施設の修繕漏れ事

故を０にすることができた。 

<課題> 

○怪我多発箇所の改善及び怪我防止への児童の安

全意識の向上への取組を継続する必要がある。 

○毎月の定期的な安全点検及び、日常の点検を実

施し、速やかな整備を進め、安心・安全で美し

い環境を維持することが必要である。 

・怪我を減少さ

せる取組の充

実とともに、

怪我発生時の

対応の確実な

実行 

 

 

①怪我マップを作成・分析をし、怪我多

発箇所の改善を行う。 

②安全な学校生活を送るための生活の仕

方を具体的な場面ごとに繰り返し指

導するとともに、怪我が発生した場

合には即時適切な対応と保護者への

連絡を徹底する。 

①怪我マップの作成と分析を通して、怪

我多発箇所の改善と、教職員の怪我防

止指導強化し、児童の怪我の減少につ

なげることができたか。 

②怪我の大小にかかわらず、発生時には

保護者との連絡を密にすることで、信

頼関係を築くことができたか。 

①怪我マップを作成し分析や注意喚起のポス

ター作製等を行い、怪我の減少に向けて取

り組んだが、怪我の発生数に減少傾向はみ

られなかった。 

②児童が体調不良や怪我をした際は、児童の

保護と保護者への連絡を最優先とすること

を教職員全体で確認し徹底することができ

ている。 

Ｂ 

①今後も怪我マップの作製・分析を続

け、教職員による指導や児童の活動

に生かすとともに、怪我の減少を目

指した具体的な活用法を工夫してい

く。 

②今後も保護者との密な連絡を徹底し

ていく。 

 

・怪我が減らない原因を深く分

析し、改善が可能かどうか確

認をするとよい。 

・怪我そのものはやむを得ない

場合が多いので、その後の対

応がしっかりできていればよ

い。 

・子供たちの外遊びを奨励し健

康な身体づくりに努めてほし

い。 

・手洗いうがい等の励行の継続

をするとよい。 

・学校の安全指導の取り組みを

保護者も理解できるようにも

っと PRしていくとよい。 

・安心・安全で

美しい教育環

境の整備 

 

①日々の点検で危険箇所を早期に発見

し、即時安全措置と対応をする。 

②定期的な安全点検で発見した不備は放

置せず即時修繕への対応を実施す

る。 

①施設の修繕漏れに関わる事故を０件と

することができたか。 

②学校評価の「安全管理の状況」につい

て、保護者・学校運営協議会委員・教

職員とも肯定的回答９５％以上となっ

たか。 

①日々の点検と月１回の全校での安全点検を

通して発見した危険個所等は、即時修繕で

きない場合でも安全対策を確実に行い、施

設不備による事故は０件である。 

②学校評価の「安全管理の状況」について、

肯定的回答は保護者が９３％で目標値を下

回ったが他は９５％以上となった。 

Ａ 

①②今後も教職員による日々の点検や

月ごとの点検と即時安全確保や早期

修繕を確実に実施し、施設設備の不

備により起こる事故を０のまま継続

していく。 
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〈現状〉 

○令和５年度は「スローガン『つなげよう あい

さつ 伝えよう ありがとう 深めよう きず

な ～学校・家庭・地域が手を取り合って～』

実行のための手立て」をテーマに「挨拶のさら

なる推進」について熟議を重ねた。 

○学校だより、学校ホームページ内で、会議の記

録や、取組の報告、家庭への取組協力依頼など

を行い、広く情報発信をした。 

〈課題〉 

○より多くの保護者・地域の皆様方に御協力いた

だけるよう、コミュニティ・スクールについて

情報発信を継続していく。 

○「スローガン」に基づいた具体的な実践によ

り、地域とともに歩む学校づくりを推進する。 

・学校だよりや

学校ホームペ

ージなどを活

用した、学校

運営協議会取

組内容の積極

的な発信 

①学校運営協議会における熟議等の概要

を、学校だよりに掲載することで情報

を発信する。 

②本校のホームページにおいて、学校運

営協議会の記録を掲載することで、広

く情報を共有する。 

①学校だよりの中に、学校運営協議会の

取組について掲載することができた

か。 

②学校ホームページ「コミュニティ・ス

クール」の項目において、広く情報発

信することができたか。 

①学校運営協議会の取り組みについて、その

都度学校だよりに開催の内容を掲載した。 

②学校ホームページの「コミュニティ・スク

ール」の項目の更新が遅れた。この活用が

今後の課題である。 
Ｂ 

①今後も継続していく。 

②学校ホームページの更新作業を見直

して、充実した内容を確実に発信す

るよう、組織の改善と意識の向上を

図り、本校のコミュニティスクール

の活動を広く発信していく。 

 

・地域の人が子供に声をかけた

り注意したりすることが難し

い。顔が見える関係をつくる

ことは大切だと思う。 

・地域の人とともに活動する取

り組みは回数を重ねていくこ

とが大切。 

・子どもが地域の行事に参加し

学校以外でも学び成長するこ

とが大切だと思う。 

・ 「 ス ロ ー ガ

ン」を生かし

た、具体的な

実践 

①第１回学校運営協議会にて実践につい

て熟議を行い、内容を決定したのちに

実践を行う。 

②第３回学校運営協議会において、実践

の振り返りと、課題や改善点について

熟議を行い、次年度の実践につなげて

いく。 

①スローガン『つなげよう あいさつ 

伝えよう ありがとう 深めよう き

ずな ～学校・家庭・地域が手を取り

合って～』を生かした、具体的な実践

ができたか。 

②第３回学校運営協議会において、次年

度への課題等を取りまとめることがで

きたか。 

①宮原の地域で自分らしさを発揮できる子ど

もたちの育成に向けて熟議を行い、これま

で推進してきた挨拶に加え、更にお互いに

顔の分かる関係づくりを推進していくこと

となり、今年度は学校の環境美化活動に取

り組んだ。 

②互いに顔の分かる活動について来年度以降

更に具体化を行っていく。 

Ａ 

①②今年度テーマや活動について見直

し新たな一歩を踏み出した。今後よ

り具体的な活動を進め、宮原の地域

で自分らしさを発揮できる子どもた

ちの育成に向けて、更にお互いに顔

の分かる具体的な活動を推進してい

く。 
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〈現状〉 

○昨年度ＩＣＴ教育についての研修を実施し、授

業でのＩＣＴ活用が向上してきている。 

○学校課題研修やその他の校内研修、日々の情報

交換や打合せ等丁寧に実施し、教職員の資質向

上に努めている。 

〈課題〉 

○授業の中での有効なＩＣＴ機器の活用方法につ

いて、更に研修を深めていく。 

○学校教育のプロとしての意識や指導力の向上に

ついて、組織的な研修の実施と実践の充実を図

っていく。 

・ＩＣＴ機器の

活用による授

業づくり 

・学校課題研修

や校内外での

研修の充実 

・学年教科等部

会等での情報

共有と実践 

 

①学校課題研修の手立ての一つとして

「ＩＣＴ機器の効果的な活用」を位置

付けて授業づくりを行う。 

②学校課題研修を組織的に実施充実し、

全教員が授業を公開し協議すること

で、指導力の向上を図る。 

③教職員の各会議やコミュニケーション

の中で、児童や指導、実践に関するこ

との情報交換をしやすい雰囲気を醸成

し、実践につなげ教職員全体の資質向

上を図る。 

①児童生徒の端末活用調査の結果がさい

たま市の平均値と同等以上になり、学

校評価のＩＣＴ教育について肯定的回

答が８０％以上となったか。 

②全教員が授業公開を実施するととも

に、学校課題研修に関する児童の実態

調査で結果の向上が見られたか。 

③学校評価の教職員の教科指導や生徒指

導等に関する項目について、十分満足

の回答が前年比で 1.5 倍以上となった

か。 

①さいたま市の児童生徒のＩＣＴ活用調査結果

は確認できていないが、校内の状況調査では

年度当初に比べ大幅に活用場面が増えた（＋

４０ポイント）。学校評価でも肯定的回答が

８５％を超えた。 

②学校課題研修のテーマに沿って、読解力の向

上を目指した授業公開を全教職員が実施し

た。 

③学校評価での教科指導、生徒指導について、

肯定的回答の割合は変わらないが、十分満足

の数値は減少した。 

Ｂ 

①②③教員のＩＣＴ活用の力は確実に

向上し、様々な学習場面で児童が活

用している姿が普通の姿になってき

ている。今後も学習のための教職員

のＩＣＴ活用能力のさらなる向上を

目指し研修を重ねていくとともに、

児童がよりよく伸びる授業について

組織的な研修と実践の充実を図って

いく。 

 

・全教職員で授業を公開し情報

共有できたことはよい取り組

みだと思う。 

・小・中学校の連携がよくでき

ている。 

・教職員が正しい言葉遣いで児

童と接する言語環境の向上に

注意を向けていくことは大切

だと思う。 

 


